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2011年度年会のお知らせ

2011年度年会の予定をお知らせします。詳細は2011年 4月 に

出版される魚類学雑誌58巻 1号に掲載します.

期 日 :2011年 9月 29日 (木 )-10月 2日 (日 )
29日 編集委員会・評議員会
304日 研究発表会 0シ ンポジウム

会 場 :弘前大学文京町キャンパス
〒036-8560 青森県弘前市文京町 1

シンポジウム・セッションの申し込みについて

2011年度年会でシンポジウムまたはセッションを計画されて

いる会員は下記の要領で申し込み書類を作成し,電子メールで

事務局までお送りください。会場および日時の制約上多数の申

し込みがある場合には調整を計りますので,あ らかじめご了承

下さるようお願いします。セッションの趣旨については魚類学

雑誌45巻 2号の会記を参照してください。

申 込 先 :〒 277-8564千葉県柏市柏の葉5-1-5

東京大学大気海洋研究所 分子海洋生物学分野
日本魚類学会庶務幹事 馬渕浩司
TEL:04-7136-6214 FAX:04-7136-6216

C―mail:mあuChi@aOriou―tOkyO・ aCjp

必要事項 :(1)和 文標題,(2)英文標題,(3)企画者氏名,(4)

趣旨説明 (1000字以内),(5)演者と演題,(6)連

絡先住所・氏名 (電話,フ ァックスおよびe…mail)。

なお,標題や演者・演題は暫定案でも結構ですが,

内容が明瞭にわかるようにしてください。ただし,

実施時の内容と大きく異なる暫定案を作成するこ

とは避けてください。

申込締切 :2011年 1月 31日

2010年度年会

2010年度年会が2010年 9月 23日 (木 )-9月 26日 (日 )に三

重県文化会館において開催され,以下の会合があった。

1。 2010年度第2回編集委員会

9月 23日 (木 )12:00-14:30に 編集委員 13名が出席して2010

年度第2回編集委員会が開かれた。

2.2010年度第1回評議員会

9月 23日 (木 )15:00-17:00に評議員31名 (他に委任状 21

名)が出席して開催された。議長には酒井治巳氏が選出され

た。議事は以下の通りで,報告,答申および来年度活動方針

案は原案通り採択されたが,英文誌に関する下記 (15)に つい

ては,幹事会と編集委員会において再検討した上で,評議員
MLに より議論を継続することとなった。(1)20094010年度

会務報告 ;(2)20094010年 度編集報告 ;(3)2009年 度決算報

告,同監査報告および2010年度前期収支報告 ;(4)2010年 度

総会以後および2011年度活動方針 ;(5)2011年 度収支予算 ;

(6)自 然保護委員会からの報告 ;(7)学会賞選考委員会からの

報告 ;(8)日本魚類学会史委員会からの報告 ;(9)標準和名検

討委員会からの報告 ;(10)電子情報委員会からの報告 ;(11)

男女共同参画委員会からの報告 ;(12)日 本分類学会連合に関

する報告 :(13)自 然史学会連合に関する報告 ;(14)第 9回イ

ンド・太平洋魚類国際会議に関する報告;(15)λ滋リダοgたαJ

Rωθακ力の「Aims&Scope」 と「Insiuctionお r A�hors」 の一

部改訂の再提案 ;(16)今後の年会開催予定 (2011年 度 :弘

前大学 ;2012年度 :水産大学校 ;2013年度 :宮崎大学);

(17)その他 無し.

3。 2010年度第 1回総会

9月 24日 (金)11:15-12:00.出席者 120名。議長には酒井治

巳氏が選出された.議事は以下の通りであった。(1)20092010
年度会務報告 ;(2)20094010年 度編集報告 ;(3)2009年 度決算

報告,同監査報告および2010年度前期収支報告 ;(4)2010年 度

総会以後および2011年度活動方針 ;(5)2011年度収支予算 ;(6)

自然保護委員会からの報告 ;(7)学 会賞選考委員会からの報

告 ;(8)日本魚類学会史委員会からの報告 ;(9)標準和名検討委

員会からの報告 ;(10)電子情報委員会からの報告 ;(11)男 女共

同参画委員会からの報告 :(12)日 本分類学会連合に関する報

告 ;(13)自 然史学会連合に関する報告 ;(14)第 9回 インド・太

平洋魚類国際会議に関する報告 ;(15)λ滋りο′θgたα′R“θακ力の

「Aims&Scope」 と「Instruction br AuthOrs」 の一部改訂の再提

案 ;(16)今後の年会開催予定 ;(17)その他 無し.

4。 日本魚類学会賞授賞式および奨励賞受賞講演

9月 24日 (金 )12:00-12:30に 日本魚類学会賞奨励賞受賞講

演がおこなわれた。論文賞は下記の2論文が受賞した。

・Miya,M.,lN.I.Holcro■ ,To R Satoh,M.Yalnaguchi,M.:Nishida

and E.0。 Wiley.2007.Mitochondrial genolrle and a nuclear gene

indicate a novel phylogenetic position of deep_sea tube… eye nsh

(Stylephoridac).Ichthyological Rescarch 54(4):323-332.

・Horinouchi, M. 2009。  Horizontal gradient in ish assenlblage

structures in and around a seagrass habitat: sorne inlplication for

seagrass habitat conservationo lchthyological R、 esearch 56(2): 109-

125。

奨励賞は高橋鉄美氏が受賞し,「 自由な発想で考える :シ ク

リッドの分類・進化・生態」のタイトルで受賞講演が行われ ,

約 120名 が聴講した.
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5.2010年度第2回自然保護委員会

9月 25日 (土 )11:45-13:30に 自然保護委員会委員 13名が出

席して2010年度第2回 自然保護委員会が開かれた。

6.研究発表会・シンポジウム

ロ頭発表第 1会場・第2会場 。ポスター発表会場に分かれて

一般173題,高校生4題の研究発表が行われた。参加者は開催
期間を通じて396名 (内当日参加74名 )であった。シンポジウ
ム「黒潮と日本の魚類相 :ベルトコンベヤーか障壁か」には約

150名が,「 タナゴ亜科魚類を象徴とした持続可能な流水生態系

保全の理論と実践」には約 120名が参加した。

7.懇親会

懇親会は9月 24日 (金)18:0040:00に津センターパレスで約

260名の参加者で盛大に開催された。

8.オークション

年会会場では書籍等のオークションが行われ,学会オークシ
ョンでは99,050円 ,Indo―Pacnc Fish Contrenceの オークション

では194,112円 の基金を得ることができた。学会のオークション

には川那部浩哉様,木村清志様,波戸岡清峰様,淀 大我様 ,

日本魚類学会から,ま たインド・太平洋国際魚類会議のオーク

ションには故余吾 豊様,松浦啓一様から所蔵品を寄贈してい
ただいた.

9。 評議員会・総会抜粋資料

会員数 (2010年 7月 31日付け退会・8月 1日 付け入会現在)

国内 国タト 計

14:稚魚 1;遺伝2;生理0;その他 5

(2)原稿受付から出版までに要する日数 (原著論文)

英文誌 (56巻 1号から57巻 3号 まで)

受付から出版までの日数

最短期間 :142日 ;最長期間862日 ;各号の平均期間301

日 (57巻 3号)か ら489日 (56巻 1号 )

和文誌 (56巻 1号から57巻 2号 まで)

受付から出版までの日数

最短期間 :155日 ;最長期間521日 ;各号の平均期間281

日 (56巻 2号)から384日 (57巻 2号 )

(3)2009年 1月 から英文誌において電子投稿受付システムを

開始した。本年からこのシステムは日本語にも対応して

いる。

(4)2008年 からインパクトファクター向上のために出版日を1

ケ月前倒しにするよう調整しており,その後順調に推移
している。

(5)2010年 1月 に編集委員長と和文誌主任が交代し,佐々木

邦夫氏と古屋康則氏がそれぞれの任にあたっている。

2010年度年会以降の活動方針

(1)次次期会長の選任

20144015年 度会長の選挙を2011年 6月 頃に行う。

(2)次期評議員の選任

2012-2015年度の評議員の選挙を2011年 7月 頃に行う.

(3)2012-2013年 度筆頭庶務幹事の選任

2010年 10月 中に選任し,2011年 1月 から幹事会に参加 .

(4)学生会費の導入

2011年度分 (2010年 に納入)から導入。金額は7,000円 (国
内個人会員の会費は10,000円 )。 適用を受けるには学生証のコ

ピーを学会事務局に送付する必要がある。

(5)英文誌冊子体の配布有料化

2011年中頃 [58(3)]から実施予定。印刷部数を把握するため,

2010年 10月 に配布希望のアンケートを実施する。

(6)会員名簿の作成・配布

印刷部数を把握するため,2011年 7月 に配布希望のアンケー

トを実施する予定 .

(7)評議員会の出欠確認および委任状の電子メール化

これまで葉書で行ってきたが,経費削減のため電子メールに

切り替える.

(8)学会ロゴマークの作成

2010年度中に案を会員から募集し,採用者には10,000円 の賞

金を学会から進呈する。

2010年度第 1回 (通算第 17回 )自 然保護委員会議事録

日 時 :2010年 7月 18日 (日 )10:00■ 2:00
場 所 :名城大学サテライトキャンパス会議室
出席者 (順不同):細谷,瀬能,鈴木,鬼倉,前畑,加納,向
井,渡辺,酒井,淀,谷口,山口,工藤,中井

議 題

I.公開シンポジウム

個人会員

名誉会員

団体会員

賛助会員

購 読
寄 員曽

1088(+13)

4

82(-1)

1(0)

55(-6)

5(0)

1155(+8)

8

82(-1)

1(0)

55(-6)

21(0)
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()内は2009年 7月 現在に対する増減

2009-2010年度編集報告

(1)投稿論文

2009年 :126篇 (英文誌76篇 ,和文誌50篇 )

投稿論文内訳

英文誌 :分類 11;系統4;形態7;行動8;生態22;稚

魚9;遺伝 11;生理9;その他0

和文誌 :分類6;系統0;形態 1;分布2;行動5;生態
14;稚魚 1;遺伝9;生理0;その他 12

2010年 8月 19日 現在 :101篇 (英文誌73篇 ,和文誌28

篇)

投稿論文内訳

英文誌 :分類 13;系統4;形態 14;行動3;生態 14;

稚魚7;遺伝 lo;生理8;その他0

和文誌 :分類6;系統0;形態0;分布0;行動o;生態
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(1)名古屋レッドリスト・シンポの反省と今後の展開

(1)-1 参加者数は125人 (市民 1ス タッフ等)だが,記帳
していない参加者がいるので実質的には約 150人 と

思われる.

(1)観 質疑を最後にまとめたのは時間的節約に役立ち適切
だった。

(1)-3 質問があまりでなかった理由はテーマが幅広かった

ためと思われる。

(1)4 話題提供の内容に事前調整が必要だった。

(1)-5 講演録そのものではなく, リアレンジメントした内

容で2年間くらいのスパンで出版 (叢書イクチオロ

ギア)することを酒井 0加納・谷口が中心となって

検討する。

(2)平成23年度公開シンポジウムに向けて

(2)-1 これまでにブルーギル,保全的導入と保全単位,回

遊阻害,南西諸島の希少淡水魚,観賞魚の管理な
どがテーマ案として出ている。

(2)観 水辺の環境教育 :次代の担い手をどう育てるか ?で
はどうか?あ るいは環境教育の素材としての魚類で

もよい。

(2)-3 緊急性の高い課題としてコイの問題を取り上げては

どうか ?

(2)4 環境教育を扱う場合,魚類学会がイニシアチブを取

れるのか,社会的ニーズはあるがあまりに多様であ

る,あ りふれた言葉となっているので人が集まりに

くいのではないかといった問題がある.解決策とし
てターゲットを一般市民ではなく現場関係者 (イ ン

ストラクター,初等教育関係者など)にする,関連

団体との共催などが考えられる。

(2)-5 環境教育を取り上げるかどうかは年会時の委員会ま

でにMLで議論じ提案する (担当 :鈴木・前畑 。中

井).

II.委員会再編

(1)事務局の設置と役員の任期制の導入

(1)-1 仕事量の増大に伴い,事務局を設置する。

(1)規 事務局は幹事会との調整,渉外,議事録の作成を
行う。

(1)-3 副委員長が事務局長を兼ねる。

(1)4 事務局員候補として淀委員・向井委員 。工藤委員

を推薦する.

(1)-5 委員長,副委員長,事務局長,部会長を任期制と

し,再任を妨げない.

(1)-6 任期を2年 とし,事務局とその他の役員を1年ずら

す.

(1)-7 次回評議員会に提案し,2011年 1月 からのスタート

を目指す。

(2)委員の交代・異動

(2)-1 小宮山委員ならびに松浦委員は今年度で退任する。

(2)観 鈴木委員は希少海水魚問題検討部会へ異動する.

(2)-3 立原一憲氏 (琉大)と 中島 淳氏 (福岡県保健環
境研究所)の両名に希少淡水魚問題検討部会委員
への就任を要請する (内諾済み)。

(2)4 希少海産魚問題検討部会の委員として白井 滋氏

(2卜5

(東京農大)と 宗原弘幸氏 (北大)に就任を打診す

る。

次回評議員会に提案する。

III.第 16回委員会 (2009年 10月 11日 )以降の活動報告と
対応

(1)滋賀県産ハリヨの交雑実態と対応 (中井)

(1卜1 滋賀県に対して保全の妨げとなる条例を改正するよ

う学会から要望書を提出すれば動きやすい。

(2)田主丸ヒナモロコ保全をめぐる現況 (小早川・鬼倉)

(2)-1 久留米市から福岡県との問題に移行しつつある。

(2卜2 保全水路の管理失敗の責任問題を追及する必要があ
る。

(2)-3 自然拡散した水路の個体は工事の際に保護が必要

である。

(2)4 保全的導入を検討する必要がある。

IV.各種成果物の出版・編集進捗状況

(1)イ タセンパラ (渡辺・前畑 )

(1)-1 タイトルを早急に決める必要がある

V 活動予定と対応すべき将来的課題

(1)希少淡水魚の保全的導入への論議

(1)-1 方向性と素案を次回会議までに提案する (担当

中井 。森 0渡辺)。

2010年度第2回 (通算第 18回 )自 然保護委員会議事録

日 時 :2010年 9月 25日 (土 )11:4543:30
場 所 :三重県文化会館,2F小会議室
出席者 (順不同):佐原, 田北,後藤,酒井,向井,加納,小
早川,前畑,細谷,瀬能,鈴木,鬼倉,工藤

議 題

I.平成23年度公開シンポジウムに向けて

(1)課題の選定

(1)-1「 1案 :コ イの多様性と放流をめぐって」 (コ ンビー

ナー :馬渕・瀬能 。小早川・森 0細谷)は ,国内

外来種を昨年度にテーマとして取り上げたばかりで

ある,人材の確保が時間的に難しい,対象種が狭
まる等の意見があり却下された。

(1)-2「 2案 :身近な魚たちの保全一水辺の環境教育を考

える」 (コ ンビーナー :小早川 。鈴木・瀬能・前

畑 0細谷)が次回のテーマとして採用された。

(2)日 時と場所

(2)-1 日時は2011年 7月 9日 ,16日 ,23日 のいずれかで,

9日 を第 1候補として検討する。

(2)-2 場所は近畿大学奈良キャンパスとする。

(3)その他

(3)-1 演者,対象,役割分担,時間配分等の検討は細谷 ,
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鈴木,小早川が検討する.

(3)-2 科研費の申請は小早川が中心となって進める

II.委員会再編

(1)事務局の設置

(1卜1 事務局の設置に伴う要綱案と2011年度から2012年

度にかけての役員体制案が示され,了承された。ま

た,要綱には記されないが,事務局員は各部会から
1名を選出することとする。

(2)委員の交代・異動等

(2)-1 松浦啓一氏と小宮山英重氏が2010年度で退任し,

希少淡水魚問題検討部会に中島 淳氏と立原一憲
氏,希少海産魚問題検討部会に宗原弘幸氏が2011

年から就任すること,希少淡水魚問題検討部会の

鈴木寿之氏が2011年 度から希少海産魚問題検討部

会へ異動することが2010年 度第 1回評議員会で承

認されたことが報告された.

(2)-2 田北 徹氏が2011年度いっぱいで退任することが
確認され,後任候補者として神田 猛氏 (宮崎大
学)が推薦された。

(2)-3 希少海産魚問題検討部会長 (現在吉野哲夫氏)は
2011年度から工藤孝浩氏に交替する。

(2)4 希少淡水魚問題検討部会委員候補として棗田孝晴

氏 (千葉科学大)が推薦された。

III.第 17回委員会 (2010年 7月 18日 )以降の活動報告と対応

(1)田主丸ヒナモロコ保全をめぐる現況

(1)-1 圃場整備のため9月 に生息地である2本の導水が止

まること, 10月 13日 に水が切れた水路でヒナモロ

コの取り上げが行われること,それらに関連し,地

権者,行政,工事主体者の状況が報告された。


